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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 9,488 4.3 1,000 55.1 1,055 55.0 746 56.7

29年3月期第2四半期 9,101 0.5 645 △27.4 680 △27.6 476 △22.4

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　746百万円 （94.7％） 29年3月期第2四半期　　383百万円 （△42.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 60.77 ―

29年3月期第2四半期 38.79 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 26,297 18,524 70.4

29年3月期 25,919 17,962 69.3

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 18,524百万円 29年3月期 17,962百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

30年3月期 ― 15.00

30年3月期（予想） ― 15.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,600 2.1 2,300 23.2 2,400 22.6 1,700 20.7 138.47

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 12,294,400 株 29年3月期 12,294,400 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 17,137 株 29年3月期 17,136 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 12,277,263 株 29年3月期2Q 12,277,264 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい

　ては、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、欧米の政策動向や中国経済の見通しへの懸念はあ

るものの、個人消費が底堅く推移しているほか、企業の設備投資意欲の高まりが見られるなど、緩や

かな回復基調で推移しました。 

このような中、当社グループの業績につきましては、医療機器事業の販売が伸び悩んだ一方で、環

境機器事業の販売が好調に推移したことにより、全体では前年同期と比べて増収増益となりました。 

(医療機器事業) 

補聴器では、本年８月下旬に発売した高価格帯製品が好調な滑り出しとなったものの、全体として

販売が伸び悩んだことなどから減収となりました。医用検査機器では、診断用オージオメータやイン

ピーダンスオージオメータの販売が前年同期に及びませんでしたが、大型の聴力検査室が好調な販売

となったことなどから売上高はほぼ前年同期並みとなりました。これらの結果、医療機器事業全体で

は前年同期と比べて減収減益となりました。 

(環境機器事業) 

音響・振動計測器では、都市部を中心とした建設工事が引き続き活況であることから、騒音計や振

動計の販売が好調に推移したほか、自動車産業等における受注が回復してきたため、増収となりまし

た。微粒子計測器では、半導体関連市場での液中微粒子計の販売が依然として好調であったことに加

え、気中微粒子計の販売もハンディタイプを中心に増加しており、売上高は前年同期を大幅に上回り

ました。これらの結果、環境機器事業全体では前年同期と比べて増収増益となりました。 

当第２四半期累計期間の業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（金額単位：百万円） 

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 

至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 

至 平成29年９月30日) 

増減 
増減率 

(％) 

売上高 9,101 9,488 387 4.3

 医療機器事業 5,717 5,587 △130 △2.3

 環境機器事業 3,384 3,901 517 15.3

営業利益 645 1,000 355 55.1

 医療機器事業 499 402 △96 △19.4

 環境機器事業 145 597 451 310.9

経常利益 680 1,055 374 55.0

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
476 746 269 56.7

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

医療機器事業では、補聴器において、本年８月に発売した新製品の拡販に注力するとともに、医用

検査機器においては、耳鼻咽喉科市場での買替促進により売上高の伸長を図ることで、第２四半期ま

での減収幅を縮小できるものと見込んでおります。環境機器事業では、音響・振動計測器において、

活況な設備投資に伴い騒音計や振動計の販売が好調に推移するとともに、微粒子計測器においても、

半導体関連市場を中心に液中微粒子計や気中微粒子計の好調な販売が継続するものと見込んでおりま

す。 

以上のことから、連結業績予想につきましては、平成29年４月28日に公表した数値を変更しており

ません。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

［セグメント情報］ 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,717,303 3,384,391 9,101,694 ― 9,101,694

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,717,303 3,384,391 9,101,694 ― 9,101,694

セグメント利益 499,744 145,367 645,112 ― 645,112

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

  当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,587,133 3,901,734 9,488,867 ― 9,488,867

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,587,133 3,901,734 9,488,867 ― 9,488,867

セグメント利益 402,989 597,353 1,000,343 ― 1,000,343

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 
 

［関連情報］ 

製品及びサービスごとの情報 

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,631,080 1,086,223 1,826,268 1,558,123 9,101,694

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,508,671 1,078,461 2,059,417 1,842,317 9,488,867
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